
衛星赤外2 波長デ ー タを用 い た 陸域 の 可降水量分 布の評価

岩崎博之 ( 群馬大学教育学部)

1 . はじめに 国東ス ケ ー ル の 水循環の研究にG P畠可降水量が画期的な役割を果たすと考えられる .

-

方, 東 ア ジア ス ケ
ー

ル の 水循環を考える場合 に, 日本の よう な密 なG P S観測網が望めない ユ
ー

ラ シ ア大陸

上 の水蒸気変動が 重要になる ことは言う に及ばない . そ のため , 広域に亘 る陸域の水 蒸気量を推 定する

手法を開発する必要があり, 衛星デ
ー タの 利用 が考えられる .

G P S気象学で は, 北開東にお い て局地循環にともなう水蒸気変動の実態を明らか にする観測が行われ ,

衛星デ ー タから水蒸気量を見穂もる手法開発の ための優れ たai r-t m 也 d a t a が得られる こと になり, こ の デ
ー

タ を利用するこ とで 見横法 の改善が期待される .

こ こ で は, 気象衛星の赤外2 波長デ
ー タを用い て 陸域の可降水量 見帝法の 開発状況を報告する と共に,

関東地方の局地循環に伴う気柱構分 した水蒸気量 (可降水量) 変動の事例解析に つ い て 述べ , G P S 気象学

で予定 して い る研究内容を紹介する.

2 , 原理の概要 可降水量の見覆りには N O A A 衛星 の 赤外2 波長デ
ー

タ ( 1 1 F L m と1 2 F L m ) を用 い る ･

地面の1 1 F L m と1 2 iL m に おける射出率が等 しい と仮定すれ ぼ, 衛星で観測された隣壊する2 地点の ｢ 1 1 p

m と1 2
〝
m 帯の輝度温度差の比+ は ｢ 1 1 〝 m と1 2 〟 m 帯の透過率の比+ と等価になり, 水蒸気量 の 関数と

なる (I w a s a ki1 9 9 4 : 気象集誌, 2 2 3 ･ 2 3 3) . 従 っ て, 衛星デ
ー タから ｢ 1 1 ′` m と1 2 〝 m 帯の透過率の比+

を推定できれば, 水蒸気量に変換できる . 今回は, I w a s a ki (1 9 9 4) の手法を発展させ , 山岳域 を含む領域

にも応用可能なアル ゴリズ ムを開発 した .

3 . 検証デ ー タとN O A A デ ー

タ 町 降水量の検証 デ
ー

タ
■
を得るために, 1 9 9 5 年 7 月 -8 月に群馬大学敦

青学部 にて マ イク ロ 波放射計による速読観測 ( 園1) とゾ ンデによ る観測 (.3
-6 時間間隔を4 日と不定期)

をrT い , ゾ ン デの可降水量を使っ て , マ イク ロ 波放射計の 可降水量の キ ャ リブ レ
ー

シ ョ ン を行 っ た .

朝と畳 の1 2 事例の N O A A 衛星デ
ー

タ に つ い て , 観洲地点を
.
中心とした3 0 × 3 0 画素の 平均的な可降水量

を見積もり, マイクロ液放射計デ ヤ タをai r -t ru th d at a と見なして, 両者を比較した ･

虹
_虫垂 幽 過重造葦避寒薮

■
こ の ア ル ゴリズム では, 近似的に3 0 × 3 0 画素内の平均的

な可降水量を求め ること
_
にな
.尋/ 群馬大学教育学部

の標高は1 9 0 m であるの に対して , 解析領域に好応す

る3 0 ×3 0 画素には赤城山や榛名山等の 標高が1 5 0 0 n を超える 山岳が含まれ , 見積もり精度を低下 させ る

一 因となる . そ の ため , 数倍地図デ ー タを用 い て観測地点の標高j = 2 5 0 m の 画素の みを抽出して , こ の ア

ル ゴ .) ズ ム を適応する こ とで , 見穫もり精度を向上 させた . 山岳と見なさ れた画素を 除去 し, その残り

の画素デ ー タ にア ル ゴリズ ム を適応して求めた可降永量が固2 の ｢●+ である . 山岳を 除去 しない ｢ ×+

に比べ て, 棉度が向上 して い る. 相関係数は0 .8 1 , 標準誤差は3 .8 m m である .

図1 に示 したように, こ の期問の可降水量は1･0 時頓に極小になり, 2 0 時頃最大になる日変化が卓越 し,

振帽は2 0 m m にも達して い る . こ れは
, 叫岳域と平野部の熟 的不均衡が駆動力となっ た熟的局地循環 に伴

う水蒸気変動に対応すると考えられる . 可降水量q) 日 変化が卓也 して い た1 9 9 5 年7 月2 8 日 の 0 7 時3 0 分と

1 4 時4 0 分の N O A A デ ー タを 即 ､ て関東地方の 可降水量分布を革め . 早朝か ら日中に掛けて の 可降水量の

時間変化を求め た . そ の 結果を国3 に示す (囲が白黒印刷の ため増減が区別し難い) .

図3 から, ①海岸線付近で可降水量が増加して い るこ とが分かる.
これは, 海風 によ り海岸線付近に水

蒸気が輸送された結果と考える ことがで きる. また, 房稔半島で可降水量が増加 (
- 2 0 m TrD して い るが ,

素意湾周辺で は町降水量が減少 ト 5 m m ) しており, 数億実験等 の結果とも
- 改 して い る･ ②榛 高が

1 0 0 0 m を越える北開東の 山岳域 では , 可降水量が増加 (
- 1 5 m m) して い るが , その 山栄城で は可降水量

が減少 して おり, 特 に, 山岳域の南側で 顕著である . 熟的局地循環 に伴い 日中に水蒸気が 山岳域 へ 輸送
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され る ため可降水量が増加し , 逆に, 山麓域で は補償下 降流が 卓越するた め可降水量が減少する と考え

られ る .
つ まり, 囲1 で示 した可降水量の 時間変化 の水平分布に対応する.

亘J 型 旦貞慶 東大学連合の 集中観測デ ー タ と国土地理院G P S 観測網の デ ー タを利用

して , こ の 可降水量見肴もり法の 長所と短所を明確にする ことが , 今回の目標である . 具体的には ;

① 園3 には, ±3 0 m m にも達する非常に大きな町 降水量の変化が見られ, 関東地方の 捨ての領域で , 棉

度よく可降水量が評価され て い るか疑問が残る . 1 1
F
L m と1 2 F L m 帯 の射出率が等 しい と言う収受に無理

が有る のかも知れな い . そ のた め, 地面状態 ( 1 1 〃 m と1 2 〟 m 帯の射出率) が異なると思われる複数の

地点のG P S 可降水量をai r -t ru t h d at a として用い て, ア ル ゴリズム の 有効性を爾乍る .

②山岳城の 可降水量見積もり精度を確敬する ために, 東日本大学連合の将官U 観 潮デ ー タを使い , 山岳

域 ( 日光山地) での ア ル ゴ1) ズ ム の有効性を調べ る .

③ 上記の比牧を通して , ア ル ゴリズムの 欠点と長所を明確にする . それを基に, 1 時間毎のデ ー タが得

られるG M S ( 気象衛星ひまわり) デ ー

タに, こ の ア ル ゴリズ ムを応用する際の 聞堪点を考察する ,
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施1 : 群馬大学教育学部に設

摩した マイクロ波放射計で得

られた町降水量の 時間変化.

ゾンデ戟洲デ ー ダでキャ リ

ブレ ー シ ョ ンが行われている .
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1 4 時4 0 分
-

7 時3 0 分 1 9 9 5 年7 月2 8 日

可降水量見境もり法の検証
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国2 : 衛星可降水量とマ イク ロ 波放射計可降水量

の比較 .
× は山岳除去を しな い 場合 で , ●は山

岳除去を行 っ た場合の値である .
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国3 : 7 時3 0 分から1 4 時4 0 分に掛けて の可降水量

の時間変化の 分布 .

内陸の 等値線u , 標高1 0 0 0 m を示す.
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